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12．RIA法によるHBsAgのタイターの定量化に

　　関する試み
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　1）HBs抗原のRIA　kitでの結果はcut　offと

の比率で表わすため，定量的とは言い難く，kit

において定量的測定が可能か否か検討した．

　2）kitのpositive　controlを標準品として定量を

行なってみると，検体希釈率100倍以上で希釈，回

収試験，再現性も満足された測定が可能であった．

同時に行なったR－PHAとの相関も良好であった．

　3）臨床的検討では，急性肝炎での臨床経過を

定量した抗原量とよく平行し，頂値を過ぎてから

急速な減少を認めたものは急性と推測でき，持続

陽性者との鑑別がより明らかとなった．

　4）現在，検討中のRIA　kitによるanti　HBcの

抗体価を併せて考えれば，急性肝炎かcarrier　state

からの発症かの鑑別がone　pointで診断が可能で

あると考える．

13．血液および十二指腸液中のRIAによる

　　Trypsinの測定について
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　RIA　kitを用いての血清trypsinの測定は，再現

性，回収試験，希釈試験などの基礎的検討を加え

て，いずれも満足しうるものであった．

　空腹時の血清trypsinの正常値は，66～295　ng／

m1で，男女差はみられなかった．

　血清amylase，血清1ipaseとの相関は，それぞ

れ相関係数γ一・O．79，γ＝0．76と良好であった．

　急性膵炎，慢性再発性膵炎の経時的変化をamy－

lase，1ipase，　trypsinの3っの酵素の変動としてみ

ると，平行する場合もあるが，必ずしも同じ動き

を示さず，trypsinはlipaseと似た動きを示し，

今後の検討が必要である．ps試験時に膵酵素とし

てamylase，　lipase，　trypsinと3つの酵素とを測定

しておくとamylaseより変動が激しく，　lipaseの

測定と共に従来不明であった病態生理の解明に役

立っと考えられた．

14．EIA，　RIA，　R－PHA法によるHBsAg測定の

　　比較検討
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　今回，われわれは過去約1力年間にHBsAgを

測定した3494検体のうち，陽性を呈した300例

についてRadio－immuno－assay（RIA）Enzymo－

immuno－assay（EIA）の各kitにてHBsAgを測

定し比較検討した．

　1）感度：RIAが最も高く，次いでEIAがRIA

に近く，R－PHAの順であった．

　2）安定性：RIAが非常に良好，　R－PHA，　EIA

も良好であった．

　3）反応時間：RIAは6時間，　EIAは5時間，

R－PHAは4時間で測定可能であった．

　すなわち，EIA，　RIAは感度に優れ，陰・陽性

の判定には，非常に適するが，高価であるという

難点があり，また，RIAは特殊な施設を必要とす

る．一方，R－PHAは反応時間，特異性の検定，
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